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悲しい勘違い (ルカ10:25-37)
人の勘違いというのは、小さいものはかわいく見えるときもあります。けれども、勘違いは、ある意味とても怖いものだと思います。大学に合格していないのに自分で受かったと勘違いすると、他の学校を準備しないといけないし、また来年に備えないといけないのに、まったくそれとは違う方向に行ってしまうのではないでしょうか。それもまだましだと思います。信仰において人生そのものに対して勘違いをしてしまうと、そこには希望がまったくなくなります。今日、どれほど私たちが無意識的に、ある意味、自然に本能的に勘違いの中を生きているのか知り、私たちはクリスチャンとしてこのような勘違いから抜け出し、しっかりと真実、真理を握ってその中を生きていくべきだということを心に留めて、またそのことによる皆さんの心の中の決断、決心があるように祈りたいと思います。そうすると、それからあとは神様の導きと神様の素晴らしいわざと答えを必ず体験するようになります。
今日の聖書を見るとイエスさまがいろいろなお話をされていたときに、それを聞いていたのは、ある律法の専門家と聖書には紹介されています。律法の専門家、律法に生き、律法に生きがいを感じ、また律法にすべてを懸けて律法がすべてで、律法を守ることが人生だと固く信じている人です。その律法学者がイエスさまにこのように質問しました。その質問の意図は知りたいからではありません。試そうとしてイエスさまに質問されたと書いてあります。「先生、何をしたら永遠のいのちを自分のものにすることができるでしょうか」非常に大切な、最高のテーマに違いありません。正しいテーマを取り上げたことは良かったです。そのときイエスさまがそれに対して彼がどういう人か分かっていらっしゃるので彼に向かって「律法には何と書いてありますか。あなたはその律法、聖書をどのように読んでいるのですか」と逆に質問されました。それがイエスさまの返事であり、また反応でした。それに対して、彼は専門家なので自信を持って、「心を尽くして、思いを尽くして、力を尽くして、知性を尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。それから、あなたの隣人をあなたのように愛しなさいと書いてあります」と答えました。そのとおりに実行して、それをしっかり守っていれば永遠のいのちを得ることができると信じていた人でした。イエスさまがその答えを聞いてこのように言います。「そのとおりです。それを実行しなさい。そうすればいのちは得られるだろう」とおっしゃいました。「どうしたら永遠のいのちを得られるでしょうか」これを私たちのわかりやすい言葉でいうと「どうしたら人生は幸せになれるのでしょうか」という質問です。「私たちの人生の問題、この地球、人類の問題はどうしたらよいのでしょうか。どうしたら解決できるのでしょうか」という質問です。それに対してイエスさまは「律法には何と書いてあるのか」と逆に質問されました。なぜイエスさまがこのように質問されたでしょうか。それから、彼がもう専門なのでさらっと言いました。それに対してイエスさまは「そうではない」とは言わないで「そのとおりだよ。それを実行しなさい。そうすればいのちが得られるだろう」とおっしゃいました。本当にこれを実行すればいのちが得られるからという答えとしてイエスさまはおっしゃったことでしょうか。クリスチャンの私たちもそのように聖書を見ながら勘違いする場合がありますが、今のイエスさまのお話はそういうお話ではありません。彼がイエスさまにもう一度「それでは私の隣人とはだれですか」と聞きました。そこでイエスさまがたとえ話をされました。「ある人がエルサレムからエリコに行く道で強盗に襲われ半殺しにされて倒れていました。そこにたまたま祭司が通りかかり、彼を見て怖くて反対側を通りすぎて行きました。また、レビ人も同じようにしました。しかし、サマリヤの人がそこを通りがかったときに彼をきちんと介護して宿に連れて行きお金まで払い『面倒をみてください。帰りにまた足りない分があれば私が払います』と強盗に襲われた人を助けました。あなたが考えるときにだれが強盗に遭った人の隣人だと思いますか」と尋ねました。彼は「憐みをかけた人が隣人です」と答えました。「そうでしょう。そのとおりです。あなたもそのようにしなさい」とおっしゃいました。
これを理解するためには当時のイスラエルの状況、歴史的背景を少し理解していないといけません。当時、ユダヤ人は北のイスラエルと南のユダとに分かれていました。南のユダヤ人はイスラエルのサマリヤの人でした。サマリヤの人はイスラエルの神の民としては認めていません。同じイスラエルだったのですがアッシリヤという国に侵略され、そこの男の人は皆、海外に連れて行き他の民族と結婚させました。またそこに残っているイスラエルの女性は他の民族の男の人を入れて血が混ざるようにし、今で言うと混血児に皆なっていました。選民、神の民と自負していたユダの方から見ると「あれはもはや私たちと同じ民族ではない。それこそ異邦人と同じものなのだ。ある意味、異邦人よりも汚い、汚れたものだ」と見ていて、北の方に行くためにはサマリヤを通らないといけないのですが、そこが汚い土地なので踏みたくないということで遠回りして上の方に行く状況でした。それがユダの人が見るサマリヤ人と言うイメージでした。そこでイエスさまがおっしゃったのは今、介護してくれた人というのがポイントでなく、サマリヤの人です。ユダヤの人は自分たちが神様か選ばれたイスラエルの民族なので、永遠のいのち、神の祝福、本当の幸せというものは選ばれた神の民であるイスラエルの民族、イスラエルの血をひいている人に限っているものだと固く信じ込んでいました。それ以外はまず、何をどうするかと関係なく対象外だと信じていました。それでそのイスラエルの人の中で何が条件なのかと言うと神様か与えられている律法を破らないでしっかりと守っていく人が神様に認められて祝福され、永遠のいのちの祝福にあずかるとこれっぽっちも疑わないで、それが教理になって固く信じていました。そのような状況の中で彼が質問しました。「どうした永遠のいのちを得ることができるのでしょうか」と。今、イエスさまを目の前にして、今までイエスさまがいろいろなことを行い、いろいろなメッセージを語りここまで来られました。それをずっと見てきてついさっきまでイエスさまのお話を聞いていた人です。そこで彼が「どうしたら永遠のいのちを得ることができるのでしょうか」と質問しました。彼らの教理があるのです。それに対して「そうか。あなたがたは律法に希望があると信じ込んでいる人でしょう。どうせそういう意味合いを持って質問しているのでしょう。だから、それにこのように返事しようと答えをイエスさまが今おっしゃったわけではありません。あなたがたのレベルに合わせて、あなたがたが今、試そうとして質問しているので、つまり勘違いしているので、それに対してイエスさまが「そうか。そんな質問あるのか。それが質問なのか」という意味でお返事をされたのです。「律法には何と書いてあるのか」これは答えではありません。「律法にはこう書いてあると言うのなら、律法のとおりに、あなたが思っているとおり、あなたが勘違いしているとおりにすればよいのに何でそんなことを聞くのか。もうわかっているでしょう」という意味です。すると「だれが隣人ですか」と質問し、イエスさまがさきほどの話をして「サマリヤの人が介護をして憐みをかけた人が隣人です」と彼もこれには他に言えません。これは何を意味するかと言うと「ほら。イスラエルでないといけないと思っているでしょう。でも本当にイスラエルだからというのが本当でしょうか。あなたがたは隣人がだれかさえわかっていないくせに、隣人を愛すれば永遠のいのちを得ますとよくもそのようなことを言っているね。今のこの話を見ていてもイスラエルとか何とかではなく違うでしょう。」このサマリヤの人が隣人です。彼らの頭の中ではサマリヤの人が隣人と言う概念が一切ありません。彼らは犬、獣と同じものです。けれどもサマリヤの人が隣人なのです。あなたがたが思っていること、それは勘違いではないのか。これはもちろん、このサマリヤの人のように正しく憐みをかけて介護してあげると永遠のいのちを得られるという意味ではありません。あなたがたが「隣人はだれですか」とだれが隣人かもまったく分かっていない、そういうユダヤの人、今質問している律法学者のレベルをばらしているのです。つまり、一言で言いますと勘違いしてはいけない、イエスさまは永遠のいのちをこの律法に書いてあることを実行すれば得られるからと言ったわけではありません。そして、このサマリヤの人のように正しく憐みをかけてあげれば良いことがあるという意味でおっしゃったわけでもありません。今、質問している律法学者、ユダの人が勘違いしていることを指摘しているのです。勘違いをしてはいけない。何がイスラエルの民族だからなのか。何が律法をしっかり守れば良いことがある、律法を守れば不幸が無くなる、律法をしっかり守れば永遠のいのちが得られると思っているのか。それは勘違いです。そういう話です。ちょっとした勘違いはそれでも取り返しがつくでしょうが、この永遠のいのち、人生の幸せに対しての勘違いは取り返しがつかないものです。
皆さんは神様の恵みによって今、イエス・キリストを救い主として信じて受け入れた方です。それでここで礼拝をささげています。のちほど申し上げますが日曜日があって神を礼拝するために集まることがどれほどの祭りなのか、どれほどの素晴らしいことなのかを常に皆さんは維持していかないといけません。本当にそういうことなので。世の中の多くの人がこのユダヤ人のように人生そのものに対して勘違いしています。律法を守ればそうなるのでしょうか。もしろん、心を尽くして知性を尽くして、神様を愛して隣人を自分のように愛することが本当にあれば永遠のいのちが得られるかもしれません。でも、それは絶対にありえません。絶対できません。それなのに彼らはそれが条件だと、それができるという風に思って勘違いしています。そのことを今イエスさまが指摘していらっしゃるということを覚えていてください。神さまは今も勘違いしていることから私たちが早く抜け出して、特にクリスチャンである私たちはぜひ勘違いしないように望んでいます。逆に勘違いの反対のものをしっかり握るように、これが今日の聖書をとおして私たちに与えられるメッセージです。つまり、イエスさまは今このようにおっしゃっています。
人々はどのように勘違いしているかと言うと、人間のある条件によって幸せと不幸が左右されると思っているのですがそれこそ勘違いです。イスラエルの人だから、アブラハムの血をひいているから、どこの民族だからと、彼らは人間的な条件を取り上げています。それから、律法を守ることによってというような勘違いをしていました。絶対にそこに幸せや、人の希望や、人の人生の問題の解決や、そして永遠のいのちの答えはそこにはありません。人生の希望もそこにはありません。そのユダヤ人のように世の中の多くの人も勘違いしています。別にそれが良いか悪いかではなく勘違いなのです。
聖書を見ても創世記４章を見るとカインがそのような勘違いをしています。神様に捧げものをささげるときに、自分なりに自分で考えこれで良いだろう、一生懸命頑張ってまじめにこうすれば通じるだろうと考えていました。世の中で言われていることわざの一つに「誠心誠意は天に通じる」と言う言葉があります。それは勘違いです。それを宗教と言います。私たちがまじめにどれほど頑張るかによってその分、天も動いて通じるようになる、人生の道も開かれると皆思って頑張っていますが、頑張ることは悪くありません。まじめに一生懸命やることは悪いことではありません。しかし、それが永遠のいのちを得ることではありません。人の本物の幸せにつながることではないということをぜひ覚えてください。残念なのはクリスチャンの私たち、礼拝をささげている私たちもそのような勘違いをずっと持っているので頭の中が複雑なのです。この勘違いを捨ててしまうとそのときからまず、第１の答えは何かというと私たちの心と頭の中が単純になります。すっきりします。その答えがぜひ皆さんにあることを祈りたいと思います。

それから、ノアの時代を見ると人々はどんな勘違いをしているかと言うと、物が豊富で生活が豊かになって経済やいろいろな面で豊かに発展し便利になればなるほどユートピアになる。そうすると人生、幸せになる、そうすると人生の問題はどんどん削られて無くなっていくとほとんどが望み、そうであろうと思っているのですがそれは勘違いです。今までの歴史を客観的、良心的に素直に省み吟味してみた人であれば、それこそ嘘であり勘違いであることがよくわかります。皆さんが金持ちになり、あらゆる面で豊かに豊富になるということは別に悪いことではありません。だからといって、それが必ずしも良いとは限らないのです。人生はそういうものです。それなのに世の中では言葉では「自分はそれにひっかかっていない」と思っていながらも「お金がすべてです」と万能であるかのように勘違いしています。金さえあればできないことは何もない、つまり、それは裕福になれば幸せですと言う意味でしょう。だから、教会に来ている皆さんもお祈りをするときはいつなのかと言うと「裕福になりたいのです」というときです。裕福になったら祈りなどいらないと思うでしょう。礼拝に来て神様のメッセージを聞き、主に奉仕をするということも全部それにつないで考えているのではないでしょうか。それは勘違いです。ぜひ覚えていてください。今でも世の中はその勘違いに捕らわれて、それは地球が終わるときまでなくならないでしょう。それはサタンが作り出した作品なので簡単に抜け出せるものではありません。すべての人の心を捕えています。考えを捕えています。裕福になれば幸せでしょうか。逆に貧しいから不幸なのでしょうか。そうではありません。体が健康なので幸せでしょうか。障害を抱えているから、何か病気や弱さを抱えているから不幸なのでしょうか。世の中ではそのように決めつけています。聖書は言っています。それが勘違いですと。そうならば、私たちはそのような勘違いにだまされて捕らわれていてはいけません。

創世記１１章を見ると人々はバベル塔を建てます。人が持っているものを磨いて開発し、どんどんいろいろな面で科学や教育、技術、技能が発展し、文化的に、文明の面において発展していけばユートピアになりパラダイスになり、よりよい社会になり、よりよい豊かな人生になるだろうと皆思っているのですが、それが勘違いです。皆さんの今の顔を見ると「なぜ勘違いでしょうか。自分は今、目標がそれなのに。自分の人生の生きがいがそこに全部かかっているのに、それが全部勘違いだとおっしゃると困ります」という顔をしています。でも、それは勘違いです。バベル塔は一瞬で人生の幸せとは全く関係なく崩れていくものです。それは人生の本物の幸せとは関係ありません。それなのに私たちは、知らず知らず思い込んで勘違いしています。逆にそういうことが欠けているので不幸だ、だめだという勘違いにも走るのです。そうではありません。その他にもたくさんの勘違いがあるでしょう。私が過ちを犯さないで、そんなに悪いことしないで、いつも正しくきちんと生きていればそれで良い、それが勘違いです。人間は正しく生きることが最初からできません。逆に自分は弱さを抱え、正しく生きていくことができないから人生だめなのだというのも勘違いです。それで落胆したり、自慢したり、誇りに思ったり、あるいは落ち込んでしまったりするでしょう。それがすべて勘違いです。人間の条件によって人の幸せ、不幸が左右されるものだということは勘違いです。なぜこのように勘違いをして、勘違いが世界を覆って皆に通じ合うようになったのでしょうか。優しくすればよい社会、よい人間関係になるというのもある意味では勘違いです。
なぜなのかというと世の中の人は霊的な問題にはまったく無知だからです。それが良い悪い、必要なのかどうかというレベルの話ではありません。私たちが霊的な問題が何か、人の罪が本当にどれほど絶望的なもので、不可能なものなのか、罪がどれほど恐ろしいものなのか分かっていれば、その罪によって神とのすべての関係が全部、壊れ破壊されいのちを失い、死体と同じ状態、罪と罪過の中にあって死んでいたものと言われる状態がどういう状態なのか、それは悪魔の好都合で残念ながら私たちは見たことも認めようとしないでしょうが、空中の権威を持つ世の神と言われている悪魔に１００％捕らわれて支配される条件なのです。罪を抱え、神から離れて神のすべての祝福、いのちと絶たれてしまった状態と言うのは悪魔に支配されざるをえない好都合です。それで悪魔に捕らわれ運命の勢力に捕らわれてどうしようもできない問題を抱えました。だれがでしょうか。すべての人が罪を犯したので一人も例外はありません。民族がどうなのか、どこの出身なのか、顔色がどうなのかは関係ありません。裕福なのか頭が良いか悪いかなどは一切通じません。一切関係ありません。それが霊的な問題です。ですから、発展していてもよくならない、裕福になったとしても幸せは訪れて来ない、その理由はそこにあります。どんなに真面目に頑張っても、そのまじめさによって通じない問題があります。だから人々は疑問符を持って「不思議だな。おかしいな」といつも地球が終わるときまで疑問の中で生きるしかありません。なぜだろうと。それが霊的な問題です。絶対に解決できない問題です。これを全部まとめて申し上げると悪魔のしわざと言います。クリスチャン以外には知ることはできません。だれが良いか悪いかそのように争ったり、議論し合う余地がありません。皆同じです。それなのにユダヤ人、イスラエルの人は勘違いして「イスラエルの人だから祝福されるだろう。律法があるから、律法をしっかり守るから。」守れません。勘違いしているのではないのか。イエスさまは最初から分かっているのです。イエスさまが答えを出しても彼は「ふん」と言って信じないとわかっているので、彼の望みどおり「律法は」とおっしゃっただけです。律法ではだめだとイエスさまがだれよりご存知です。だからイエスが来られたのです。勘違いです。ですから、何かを批判したり悪いと言うつもりではありません。人の条件によって幸せ、不幸が左右されるという考え方は勘違いです。だからクリスチャンの私たちはここで固く心の中に刻んで信じなければなりません。人には最初から希望などはありません。そして、世の中、人の中に道はありません。他の道は絶対ありません。皆さん、人に希望をかけて、希望を託し、希望を期待しているからがっかりして失望したりするでしょう。元々ありません。世の中に、人間には最初から希望などは託せません。ありません。これが私たちの告白です。イエスさまがこのことをおっしゃっているのが人々の勘違いのことを指摘するためにおっしゃったお話です。

その勘違いから、またどこに勘違いが走るのかと言うとイエスさまのお話を聞いていても、ときにはイエスさまを信じながらも「イエスさまもいろいろな道の中の一つの道だ」と世の中では言っているし、教会の中でもそう言っている人がいます。それは勘違いです。他には道が最初からありません。他には良いか悪いかは別にして今まで皆さんがどれほど頼りにし、みなさんにどれほど役に立っていたのか、どれほど意味深いものだったのか、思い出深いものだったのか、どれほど大事なものだったのかはわかりませんが、それは最初から希望とは関係ないものでした。他に道はありません。世界中でこの道以外には道はありません。だから、イエスさまはいろいろな道の中の人、キリスト教はいろいろな宗教の一つというのは勘違い中の勘違いです。永遠のいのちを得られる道、人生の問題を解決する道、人が本当に幸せを手に入れる道はキリストでなければいけません。つまり、神に出会う祝福であり、悪魔の頭を踏み砕き勝利なさって、そのどうしようもない罪を根本から完全に掘り出して清め、きれいに贖われることでないと希望、幸せなどはありません。そのことをまっとうするという言葉がキリストです。ですから、霊的な問題が本当に分かれば何が勘違いなのかすぐ分かるし勘違いに惑わされません。イエスさまがいろいろな道の中の一つではなく、道はキリストしかありません。そして、今彼に「律法には何と書いてあるのか」と聞いていらっしゃるイエスがキリストです。イエスがキリストです。つまり、イエスだけが永遠のいのちの道です。神を愛して隣人を愛するのではなく、このイエスを信じることが永遠のいのちの道です。唯一です。なぜでしょうか。永遠のいのちを得る道、幸せの道、皆さんの家庭の希望、地球の希望、皆さんが今抱えている問題を解決する道は１本しかありません。他に道はありません。他には良いか悪いか関係なく、皆さんにどれほど思い出深いものなのか関係なく道はありません。１本しかありません。キリストしかありません。キリストでなければなりません。これが私たちの告白です。幸せはキリストという１本道しかありません。そのキリストがイエスです。イエスがキリストです。今までイエスさまが海の上を歩いたり、死んだものを生き返らせたり、律法学者とは違うメッセージを語ったりしていたのはイエスこそこの唯一の１本道であるキリストだという証拠です。だから、イエスだけが道です。そのような意味でいろいろな道の中の一つという勘違いを捨てて、私たちは逆にオンリーイエスと告白しないといけません。これが勘違いが何かわかっている人の告白です。皆さん、いろいろな道と惑わしている様々なものが私たちのまわりにはあります。そして、自分も知らないうちに私たちの心と頭の中にいろいろ入っているものがたくさんあります。それをきれいさっぱり整理しないといけません。ごみ屋敷のいろいろな汚いものをきれいさっぱり整理し片づけてきちんときれいな部屋にするように、私たちも知らないうちにこれも道、あれも道、これもよい、あれもよいとたくさんのものが入って、だからこうしなければいけない、こうしてはいけない、こうすべきだといろいろな理論や主張、イデオロギーなどが入っています。それを全部きれいに片づけて一つだけ、オンリーイエス、他のすべてと徹底的に差別化を図っていないといけません。それを自由と言います。サタンは勘違いを利用しているのでクリスチャンの私たちは徹底的にこの勘違いから抜け出すことさえあれば皆さんは必ず祝福されます。結局、言葉を変えるとクリスチャンの私たちが現場で必ず勝利するはずなのに、そしていつも喜んで、いつも感謝しながら周りの人が見て「羨ましいな。不思議だな」と思うようなオーラを放ちながら生きるはずなのに、それがそうでなく逆に悩んで葛藤がずっと続きもやもやしている理由が何かと言うと、オンリーイエスになっていないからです。頭の中がまだ混乱して複雑で、いつもイエスが一番先に、一番大きく飛んでいくべきなのに、その代わりにイエスが小さくなり他のものがいっぱい出てきます。そして、それは今まで信じ込んでいたもの、今まで大事だと思っていたので、ときには必要なものなので、素晴らしいことにもなりますので、ついついそれに惑わされてしまいます。それとこれとは別の話です。ぜひ覚えてください。道は１本しかありません。イエスさまは今徹底的に律法学者に勘違いしないようにとおっしゃっています。「律法。神を愛する。隣人を愛する。今まであなたが思っていたこうすべきです。これです。これが良いですというのは本当にそうなのか」イエスが目の前にいらっしゃるのにイエスを信じて従うのが永遠のいのちなのに別の質問をしているのです。「今、何様のつもりなのか。今、何を言っているのか」という話が今日の話です。多くの人がサマリヤの人のように「これからこういう思いやりを持って生きていきましょう」と思うのですが、それは別に悪くはありませんがそんな話ではありません。なぜイエスをほっておいて違うテーマを取り上げるのかということです。それがどんなにすごい話でもイエスしか道はないのに。他のすべてが崩れていくように。私たちはこの勘違いから脱出してオンリーイエスです。オンリーイエスというのはキャッチコピーではありません。本当に皆さんの頭の中がそれが問題なのか、今まで影響があったのかどうか、必要なのかに関係なく、きれいさっぱり全部崩れてイエスだけが残るようにしましょう。イエスからスタートしてすべて改めていかないといけません。これが力と勝利の鍵です。
それから、ここまで来ているからイエス・キリストを信じるクリスチャンの勘違いは、オンリーイエスと言うとイエスだけではどこか足りないかのように勘違いしています。それでイエスの他にいろいろな頼りをたくさん作るのです。勘違いです。なぜオンリーイエスなのか。道が１本しかないということと同時に、イエスの中にすべてが全部あります。それを私たちは告白します。勘違いの反対側に立ってイエスを信じるとすべての問題の解決がそこにあります。イエスは十字架でおっしゃいました。すべてを完了したと。今皆さんにある問題も十字架のときにもう終わった問題です。イエスの中に足りないことはありません。イエスだけで十分です。他によそ見したり、わき見したりする必要がありません。でも、ついつい、イエスだけでは足りないかのように思ってよそ見をするから神の力をなかなか体験できません。だから、困難、葛藤が絶えません。イエスは十分です。イエスを信じるそのときに天にある、地にあるすべての祝福がその人のものになります。今、通帳に残高が少なくてもそれで惑わされないでください。すべての祝福をすでにいただいています。祝福の者です。コロサイ２章２、３節にはキリスト・イエスの中にはすべての知恵と知識の宝物が全部隠されていると書かれています。エペソ１章１０節には天と地がキリストにあって一つになって統一されるとあります。イエス・キリストは自らおっしゃいました。「天と地のすべての権威が私に与えられている」と。そのイエスを受け入れた瞬間、私たちにもそれが与えられます。足りないことはありません。私たちは肉体的に良いことがあれば十分、そうでないと何かが不十分と思うのですが、刑務所の中に入っても、貧乏のときにも、お腹いっぱいなときにも、昇進したときにも、どっちの状況でも私たちには足りないことはありません。自慢することもないし、落胆することもありません。イエスで十分です。そうでないかのように思う、それが勘違いです。サタンはそこをよく知っていて、その隙を狙って突っ込んでくるのです。「ほら。まだ病気でしょ。まだ子どもに問題があるでしょう。まだ事業がそんなにうまくいかないでしょう。だから、イエスだけで良いのか。祈りだけで良いのか。ほら」ついつい、いつも逆戻りしてしまいます。皆さんがイエス・キリストを信じて受け入れた方であれば何も心配しないでください。何か足りないかのような不足感を持たないでください。私が祈ると、私がいるところで、私をとおして神の国が臨まれるようになっていることを信じてください。それがイエスです。イエスは天国その方です。イエスを信じその御名を呼ぶと神の国が臨まれます。それで十分です。そして、イエスを受け入れた皆さんの中には聖霊がともにおられるので、皆さんが約束を信じて待っていれば聖霊のわざが、聖霊充満の祝福が与えられます。それで十分です。世の中にある問題、どんなにすごいものでも聖霊に優るものは存在しません。だから十分です。そこに結論を出さない限りは葛藤が絶えません。十分です、人々の勘違い、またクリスチャンでも勘違いしている人がたくさんいます。それに惑わされないで逆に彼らを助け、またそれを見ながら自分は自分の身を引き締めて「勘違いの方にいかないで、逆に反対の方に。他には道がない。イエス・キリストだけが道だ。イエスで十分だ。イエスさまだけを見上げよう」と考えてください。聖書ではこのように言っています。イエスさまだけで十分です。十分ぐらいではありません。聖書にはあふれんばかりの恵みと祝福とがイエスの中にあると書いてあります。皆さんが感激にあふれ日々、喜んで、感謝の賛美をささげることができる豊かな恵みがイエスの中にはあります。私たちが勘違いしているだけです。これがあるのでイエスさまで十分なので、なぜ十分なのか分かっているから私たちは心配しないで気にしないで祈りに専念するようになります。祈りに集中して、それからイエスが唯一の道で、そのイエスで十分なので私たちはイエスを人生の答えとして人々に伝える伝道にすべてをかけます。なぜでしょうか。イエスがすべてであれば。皆さん、伝道できない理由はいろいろある中でイエスがすべてだと信じていないからです。だから、伝道してもあの人の人生が助からないと思うかもしれません。イエスはすべてです。十分です。皆さんはキャッチコピーみたいに、協議や理論みたいに唱えているところから、これが本当の告白となるようにしてください。特にそうでないと私たちのまわりにはいつも勘違いの力が動いています。その勘違いに惑わされ負けないようにしてください。逆にそれに腹を立てて「私は違う。他に道はありません。どんなにすごい理論であっても道ではありません。だから、イエスと他のすべてとはくっきりと差別化を図ります。」一緒にしてはいけません。それで頭の中がすっきりします。皆さん、ぜひ何が勘違いだったのか、なぜ勘違いだったのか、もしも、これがピンとこない方は「神様。霊的な問題が何か教えてください」とその祈りから始めてください。霊的な問題が何かわからない限りは今申し上げた内容が何か変な話のように聞こえるかもしれません。他の何かを無視するわけではありません。でもくっきりと差別化され混乱することがありません。それで、２部の礼拝でまた申し上げますが「それでもキリスト。それでキリスト。結局キリスト」の方に行くようになります。何が何でも、何がどうであってもイエスの御名を呼び、「イエスはキリストです」と告白することを譲ることはありません。なぜでしょうか。道がそれしかないからです。他のいろいろな考えやいろいろな人の声や思いが複雑に頭の中をよぎるでしょう。それを一切カットしましょう。どうせ道ではありませんから。どんなにすばらしい理論なのか、日本的で韓国的で、日本の風土が、韓国の伝統が何とかといろいろなものが入っているかもしれません。「うちの家系はこんなものあった、うちの地方では…」別にそれなりに意味があるかもしれません。でも、イエスと一緒に並べることはできません。すべて全部下してカットすることができます。オンリーイエスです。いつも皆さんに申し上げますように私たちは知らずに私の中にいろいろなものが入って自分なりに枠を作っています。それが虚しいものだと気づかないといけません。それが枠として存在すること自体、枠の力を発揮していること自体が勘違いです。何もそのように力を振るような理論、経験などはありません。全部下してください。イエスだけです。イエスをとおしてスタートしてください。
結論を申し上げますと皆さん少しでも自分自身を含め、他の人を見るときでも人の条件による自慢、逆に落胆、あるいは恨みなどはいっさい間違いだと思って全部捨ててください。それが自慢でも同じです。私たちは人の条件などは誇りに思って自慢するようなものは一切ありません。それは全部イエスと比べたときにはちりあくたのようなものです。逆に条件が悪いから落胆したりするのも勘違いです。そう言ったものを全部捨ててください。

それから決断してください。決断の内容は何でしょうか。イエスで決断します。決断と言うのは「なるほど。イエスしかない」だから、他に今まで申し上げましたように「どういうことでも一切イエスの前で全部下す」という決断です。皆さん心の中で決断しないといけません。今、皆さんの頭の中で何が大事で、重要で、何が人生の鍵でしょうか。そういったものを全部否定するように。まずイエスと告白すべきです。「神様。家族も私の専門、経験も、学校で教えられた理論も、今までの人生の経験もいろいろなもの全部答えではありません。それは道ではありません。それは決断です。イエスだけが道です。イエスだけが答えです。他に何か気が捕らわれて神経使い、気にして困難するようなことは本当は一切ありません。そういう意味で相手にしないように決断してください。告白によって決断してください。それが決断です。「これから伝道のために生きます」という決断の前にキリストの決断、イエスの決断をするようにしてください。
それから、先週いろいろな聖書の学びのときに言いましたが、毎日皆さんイエスによるフェスティバル、イエスによる祭りが個人的にずっとあるように。他のことはとりあえず全部カットしてイエスを持って、イエスを思い出すたびに、イエスがともにおられることによって皆さんが興奮し、それが個人的なフェスティバルになるようにしてください。特に優先的に、他の何かを考える前に、選択して決める前に、真っ先にイエスとともにフェスティバルを行うことを心掛けてみてください。変わります。それが私たちのやるべきことです。決断がもしあればそちらの方に走るようになるでしょう。皆さんが日曜に教会に来るというのはそのフェスティバルの集大成だと思ってください。だから、教会に来るときにいつもそのような思いで、できるだけ少し早めに来て「今日、教会で私が少しどこか役に立つことはないだろうか」と考えてみてください。田中さんは毎週、早く来て掃除をしたりして感動していますが、皆さんも自分なりに早めに教会に来て、「教会に何か役に立つことはないか、少し早めに行って自分の心の中で今日のフェスティバルになるように備えていきましょう」という気持ちで礼拝に来るようにしてください。だいたい、無理やり、仕方なく行くかのようにギリギリになって、行けない口実はないかと探して、それがないから仕方なく来るかのような感じではものすごくもったいないし惜しいです。キリスト、イエスがいつでもフェスティバルの材料です。イエス・キリスト、聖霊の導きは花火より輝くその内容です。いつもそのようになるように。そのために大切なのはイエスが唯一道であること、他はまったく道がないこと、それを決断するというのが大事です。いつも先にイエスです。イエスさまがおっしゃいました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれ一人父のみもとに来ることはありません。世界中でこの御名の他に私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません」。何が勘違いなのかよく見極めて、その勘違いに惑わされないでイエス１本にしてイエスの祭り、イエスのフェスティバルの主人公になっていただきたいと願います。人間の条件による幸せ、不幸など、そのような勘違いによる誇り、自慢、落胆、失望などがあればすべて捨ててください。そんなことありません。イエスが私たちの自慢です。イエスが希望です。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も神様は私たちが勘違いの道に走らないように、何が勘違いなのか、本当にイエスしか道がない、そして、それが私たちの頭の中、思いの中でどのように片づけられて整理されるべきなのか決断を求めていらっしゃることをありがとうございます。その決断によって祈りの者となり、日々、イエスの祭りの主人公となるように一人一人を導いてください。どんなときも何より一番真っ先に優先にイエスとなるように一人一人を守って導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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